
１． 地区別防災カルテ作成の目的 

長野市は、これまで台風や梅雨前線による豪雨時に河川の氾濫や土砂災害がたびたび発生して

います。そのため、防災・減災の取り組みを充実させることが必要不可欠です。 

地区別防災カルテは、災害時に地域が、家族が、個人が、どのように行動をすればよいか、ま

た、災害発生前にどのような備えをしておけばよいか、を考えるために活用する資料です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 様式について 

地区別防災カルテは次の３種類の様式で構成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

３． 地区別防災カルテの使い方 

【自治会等で利用する場合】 

 

 

 

 

 

 

【個人で利用する場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然災害にはどのようなものがある？ 

日本は、その位置、地形、地質、気象などの自然的条件から、外国に比べて台風、大雨、

大雪、洪水、土砂災害、地震、津波、火山噴火などの自然災害が発生しやすい国土です。 

防災カルテで取り上げる自然災害は、下記の３種類です。 

●地  震：いつ、どこで起きるかわからない災害です。強い揺れで建物が倒れたり、

土砂崩れや液状化などが起きることがあります。 

●土砂災害：日本は全体の約 70%が山地・丘陵地で、土砂災害が発生しやすい地形です。

主に「土石流」、「がけ崩れ」、「地すべり」の３つに分類されます。 

●洪  水：川の堤防が切れたり溢れたりして生じる「外水氾濫」と、大量の雨に対し

て排水機能が追い付かずに、処理しきれない雨水で土地や建物が水に浸かっ

てしまう「内水氾濫」があります。内水氾濫は市街地などでも発生します。 

□様式１ 

「地区概況」 
 

・基本情報（人口、世帯数等） 

・地域の取り組み ※自由記入欄 

・防災関連施設（社会福祉施設等） 

・防災課題 

・避難場所、避難所 

□様式２ 

「防災アセスメント調査」 

・地震被害予測結果 

（建物被害、火災被害、人的被害等） 

・浸水想定区域 

・土砂災害危険箇所 

・土砂災害警戒区域 

□様式３ 

「防災関連施設位置図」 

・避難所、避難場所 

・防災備蓄倉庫 

・応急救護所設置施設 

・社会福祉施設 

・防災行政無線 

病院や診療所で診察を受けるとき、医師はカルテに患者の病状や処置、経過等を記録し

ます。患者の病状を地区の災害危険性、処置や経過を避難訓練や防災施設の整備ととらえ、

防災に関する情報を記録したものが「地区別防災カルテ」になります。 

地区別防災カルテには、長野市防災マップには載っていない地震等の被害想定結果も掲

載しています。地区ごとに被害の特徴を把握して、防災対策に役立てましょう。 

地区別防災カルテとは？ 

①自宅、通勤通学経路、勤務先・通学先、買い物先など、日ごろ滞在する場所や通過する

場所の安全性（危険性）、災害の種類等を確認する。 

②災害時の避難の必要を考える。 

※災害は色々な起こり方をするので、複数のケースへの対応を考えておく。 

③避難する場合、避難しない場合の両方について、その後の行動を考える。 

★自宅に危険がある等、避難する必要がある場合 

  ・いつ（どのタイミングで，色々なケースを想定） 

  ・どこに（複数の避難所・避難場所） 

  ・どうやって（どの道を通る、歩いて行けない場合はどうする？） 

  ※この他、家族との連絡手段や集合場所等を確認しておく 

★自宅の方が安全なので、避難しないという場合 

  ・孤立の可能性はあるか 

  ・周囲に対して、無事を知らせる手段の確認 

★備蓄品、備蓄場所、非常用持ち出し品の確認 

  ※おむつ、常備薬等、家族構成によって、必要なものが変わります。 

 

④防災関連施設位置図（様式３）に避難先・避難経路・注意事項等を書き込み、「我が家の

防災カルテ」を作成する。 

①災害発生前に準備しておいた「我が家の防災カルテ」をもとに行動する。 

②大型台風の接近や豪雨災害の場合の避難行動は、気象状況と家族の体力などを考えて決

める。 

災害発生前 

災害時 

①地域の危険箇所を把握 

②災害の危険がある地域住民への啓発強化 

③避難時の支援や避難方法・避難時期の確認 

④孤立地域の確認 

災害発生前 



～地区別防災カルテの使い方～ 

 

  

 

 
地区の防災関

連施設等が確

認できます。 

地区内の建物の

建築年等が把握

できます。 

どのような被害が

おこるかがわかり

ます。 

地区内で土砂災

害が起こりやす

い場所を把握で

きます。 

地区に係る災害履歴

等を書き込むことが

できます。 

２種類の想定地

震に対する被害

予測の数値がわ

かります。 

地区独自の取り組

みを書き込むこと

ができます。 

地区内で水害に

より浸水しやす

い場所を把握で

きます。 地区の防災課

題を確認でき

ます。 

様式２－２ 

どのくらいの危

険箇所や孤立集

落があるか把握

できます。 

地区内の避難

所等を確認で

きます。 

地区内の要

配慮者等の

傾向が把握

できます。 

地区内の避難所や

要支援者の施設等

の位置を地図上で

確認できます。 

様式３ 

                              

様式２－１ 

２種類の想定地震

に対する地区内の

震度分布・建物被害

予測がわかります。 

様式１ 

地区内の孤立

する可能性の

ある集落を確

認できます。 



長野市の災害 【地震】 

 

 

 

長野市付近の主要活断層帯の位置 

長野盆地西縁断層帯の地震 
マグニチュード 7.8 

糸魚川－静岡構造線断層帯（全体）の地震 
マグニチュード 8.5 

糸魚川－静岡構造線断層帯（北側）の地震 
マグニチュード 8.0 

震
度
分
布
図 

液
状
化
危
険
度 

断層イメージ 

 

長野市では、1847年の善光寺地震（長野盆

地西縁断層帯の活動）や 2014年神城断層の地

震（糸魚川－静岡構造線断層帯の一部が活

動）などによって、大きな被害が発生していま

す。 

右の図は、平成 27年 3月に長野県が実施し

た地震被害想定調査を参考に、長野市に大き

な影響をおよぼす３つの地震について、震度分

布・液状化危険度を示しています。 

なお、被害想定調査は、地震の規模や断層

の活動範囲など、ある一定の条件を設定して行

っています。このため、実際の地震が想定どおり

になるとは限りません。 

①長野盆地西縁断層帯 

③糸魚川－
静岡構造線
断層帯北部 

②糸魚川－静岡構造線
断層帯全体 

長野市に大きな影響をおよぼす地震 

長野市 



長野市の災害 【風水害・土砂災害】 

 

 

                               土砂災害の種類と主な前兆                                                                                                                          

こんな｢がけ｣や｢よう壁｣は特に注意 

気象に関する情報の種類 大雨に伴う防災気象情報とその流れ 

千曲川・犀川・鳥居川・

浅川・裾花川・岡田川・

聖川・保科川・赤野田川・

蛭川・神田川、土尻川、

当信川、太田川 

 

河川水位と洪水予報の関係 
  

河川の水位情報は、河川氾濫に対する避難の目安の情報です。水位情報は、テレビのデ

ータ放送やインターネットで確認することができます。 


